
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業 科目 商品開発 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 商品開発 （実教出版） 

副教材等 商品開発 問題集 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 知識分野については教科書をよく読み、問題集を活用して用語・知識の習得および理解に努めて

ください。 

 実習では教科書で学んだ知識を土台として、実際の商品についての分析や、商品の企画、デザイ

ン制作などを行います。教科書で学んだ知識が実際の商品にどのように活かされているのか、普段

から関心を持って見てみてください。 

 

２ 学習の到達目標 

 商品開発に関する知識と技術を習得し、顧客満足を実現することの重要性について理解するとと

もに、商品を企画・開発し、流通活動を行う能力と態度を育む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

●商品開発について

関心を持っている。 

●消費者の視点に立

った商品の企画・開

発・流通に主体的に取

り組もうとしている。 

●商品活動に関する

諸活動を主体的に考

える，実践的な態度を

身に付けている。 

●商品開発に関する

諸活動への適切な対

応を目指して，思考を

深めている。 

●商品開発に関する

基礎的・基本的な知識

と技術をもとに，ビジ

ネスの諸活動に携わ

る者として適切に判

断し，外部に表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

●商品を企画・開発

し，流通させるため

に必要な技術，商品

開発に必要なデザイ

ンに関する技術を身

に付け，活用するこ

とができている。 

●商品開発に関する

諸活動を合理的に計

画し，その技術を適

切に活用している。 

●商品開発に関する

基礎的・基本的な知

識を身に付けてい

る。 

●顧客満足を実現す

ることの重要性につ

いて理解している。 

評
価
方
法 

・実習・提出物 

・行動観察 

・実習・提出物 

・行動観察 

・実習・提出物 

・行動観察 

・実習・提出物 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

商
品
と
商
品
開
発 

・商品の多様化 

・商品開発の意義と手順 

〇 

 

  〇 

 

a:商品の成り立ちとその範囲、

商品開発の意義、商品のライフ

サイクル、および企業の社会的

責任について関心を持ち、意欲

的に取り組む態度を身につけ

ている。 

b:商品の現状について思考を

深め、適切に判断し、導き出し

た答えを表現している。 

c:得られた情報の持つ意味を

理解し、整理している。 

d: 商品の成り立ちとその範

囲、商品開発の意義、商品のラ

イフサイクル、および企業の社

会的責任について基礎的・基本

的な知識を身につけている。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・実習（レポ

ートまたはプ

レゼン） 

商
品
の
企
画 

・環境分析 

・商品開発の方針とテーマの

決定 

・市場調査 

・商品コンセプトの立案と商品

企画書の作成 

 〇 

 

 〇 

 

a:商品の企画の各手順に関心

を持ち、適切な手法を用いよう

とする、実践的な態度が身につ

いている。 

b:各手順について思考を深め、

適切に判断し、提出物や実習に

て表現している。 

c:各手順で必要な資料を収

集・分析し、得られた情報を読

み取り、活用することができ

る。 

d:各手順についての基礎的・基

本的な知識を身につけ、各手順

の意義について理解している。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・実習（レポ

ートまたはプ

レゼン） 

・行動観察 
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商
品
の
開
発 

・商品の仕様と詳細設計 

・試作品の作成と評価 

・開発商品のテスト 

・事業計画の立案 

 〇 

 

 〇 

 

a:商品の開発の各手順に関心

を持ち、意欲的に取り組む実践

的な態度を身につけている。 

b: 各手順について思考を深

め、適切に判断し、提出物や実

習にて表現している。 

c: 各手順で必要な資料を収

集・分析し、得られた情報を読

み取り、活用することができ

る。 

d: 各手順についての基礎的・

基本的な知識を身につけ、各手

順の意義について理解してい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・実習（レポ

ートまたはプ

レゼン） 

・行動観察 

２
学
期 

商
品
開
発
と
デ
ザ
イ
ン 

・デザインの基礎 

・パッケージデザイン 

・グラフィックデザイン 

  〇 

 

〇 

 

a:デザインの基礎や役割、効果

について関心を持ち、意欲的に

取り組む実践的な態度を身に

つけている。 

b:デザインと役割について思

考を深め、表現すべきことを適

切に判断し、提出物や実習にて

表現している。 

c:デザインの具体例を調査し、

得られた情報の持つ意味を読

み取り、整理している。また、

具体的なデザインを制作する

ことができる。 

d:商品にかかわるデザインに

ついての基礎的・基本的な知識

を身につけ、デザインの目的や

効果、制作上の重視点について

理解している。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・実習（レポ

ートまたはプ

レゼン） 

・行動観察 
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商
品
開
発
と
知
的
財
産
権 

・知的財産権の概要 

・知的財産権の取得 

   〇 

 

a:知的財産権の役割と取得、保

護、また他人の権利の尊重につ

いて関心を持ち、意欲的に取り

組む態度を身につけている。 

b:知的財産権への適切な対応

について思考を深め、適切に判

断し、導き出した答えを表現し

ている。 

c:知的財産権および不正競争

防止法に関する資料から得ら

れた情報の持つ意味を読み取

り、整理している。 

d:知的財産権と根拠法および

不正競争防止法について基礎

的・基本的な知識を身につけ、

知的財産の権利化の意義と保

護の重要性について理解して

いる。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・行動観察 

商
品
流
通
と
流
通
を
支
え
る
活
動 

・流通の仕組みと市場 

・小売業と卸売業 

・流通手段の多様化 

・物流と流通を支える活動 

  〇 

 

〇 

 

a:流通の役割、仕組み、変化と、

卸売業と小売業の概要とそれ

らの商品計画、多様化した流通

手段、金融・保険のはたらきと

仕組み、情報通信システムの概

要について関心を持ち、意欲的

に取り組む態度を身につけて

いる。 

b:流通および金融・保険の働き

と仕組み、および情報システム

への適切な対応について思考

を深め、適切に判断し、導き出

した答えを表現している。 

c:流通とそれを支える活動に

ついての資料を収集し、得られ

た情報の持つ意味を読み取り、

整理している。 

d:流通とそれを支える金融・保

険・情報システムについて基礎

的・基本的な知識を身につけ、

流通戦略の意義を理解してい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

・実習（レポ

ートまたはプ

レゼン） 

・行動観察 
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３
学
期 

総
合
実
習 

・オリジナル商品企画 

・プレゼンテーション 

○ ○ ○  a:消費者の視点に立った商品

の企画について，意欲的に取り

組む実践的な態度を身に付け

ている。 

b: 商品を開発するにあたり，

現状を客観的に把握し，その結

果を適切に表現したうえで，商

品の企画・開発・流通の提案を

している。 

c: 開発する商品に関して，さ

まざまな資料を収集し，そのな

かから適切に選択し，活用して

いる。 

d: これまで学習した，商品開

発を行うための基礎的・基本的

な知識を身に付けている。 

・小テスト 

・実習（プレ

ゼンおよび

評価シート） 

・行動観察 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


